
高精細雪松図屏風

２階 集会室

本日 １０：３５～１４：３０ （昼休みも公開中）

たった今、三井記念美術館から

六中に到着しました・・・!!

国宝「雪松図屏風」
円山応挙筆

三井記念美術館所蔵作品

みんなで
見に来てね。



日本の美術や伝統と文化を学ぶ

高精細雪松図屏風鑑賞教室から
和の表現題材へ

武蔵野市立第六中学校

中 村 み ど り



鑑賞の活動 武蔵野六中の実践報告



ゲルニカを味わう
「絵は見る人の眼と心でよみがえる」



風神雷神図屏風
「図工でも見たよ。」



自然の色と形を生かして
「クラス全員でコメントを書き合おう」



生活用品を通して良いデザインの
秘密を探ろう 「グループ鑑賞会」



ランプシェードのアイデアを見直そう
「グループ鑑賞会」



コラージュで作る不思議な
世界「グループ鑑賞会」



伝統工芸を知ろう
「むさしの六中伝統工芸展覧会」



環境とともに
生きる造形

「グループ鑑賞会」



自画像、今を生きるあなたへ
「有名な作家の自画像や人物画を鑑賞」



美術科の教科の目標



新学習指導要領にあった指導計画
改善の４つの具体的なポイント

• 創造活動の基礎的な能力

• 生活の中の造形や美術の働き

• 自分なりの意味や価値をつくりだす

• 美術文化の継承と創造



表現と鑑賞の活動

創造的な技能

発想構想の能力

鑑賞の能力共通事項

自分の感じ方でよさや
美しさを感じ取る

美術文化を味わい、
理解・尊重する

生活の中の造形や美
術の働きを感じ取る



B 鑑賞の内容

「鑑賞は、新しい価値をつくりだす創造活動である」

鑑賞は単に知識や作品の定まった価値を学ぶだけの学習

ではなく、

知識なども活用しながら、様々な視点で思いを巡らせ、

自分の中に新しい価値をつくりだす学習である。

このような鑑賞の学習を推進していく手立ての一つとして、

言語活動の充実を図った。



B鑑賞の内容

「他者の視点を自分の中に取り入れる」

他者の考えなども聞きながら、自分になかった視点や考えをもつ

ことは大切であり、それらを取り入れながら、

自分の眼と心でしっかりと作品をとらえて見る

ことにより、

自分の中に

新しい価値がつくりだされていくことになる。

第１学年では、

「作品などに対する思いや考えを説明し合うなど」

第２学年及び第３学年では、

「作品などに対する自分の価値意識をもって批評し合うなど」



B鑑賞の内容

「表現と鑑賞の学習の関連を図る」

表現と鑑賞は、関連を図りながら指導していくことが重要である。

たとえ、それぞれが独立した題材で直接、内容の関連が取れな

い場合においても、鑑賞の学習が表面的に作品の定まった価

値を学ぶだけの学習にならないためには、

鑑賞の学習の中に表現において発想や構想の場面で

イメージを膨らませるような視点

や、制作手順をたどりながら

表現方法に着目させるような視点

を位置づけることが大切である。



「一番大切なのは、（子どもが）美術
の授業を喜び、やってよかったと
思える授業づくりである。」

H20.5/23 研修・講演会

「 新教育課程の実施に向けて

―これからの美術教育の在り方― 」

前 文部科学省 初等中等教育局

教育課程 教科調査官 村上 尚徳 先生



• 自分のやりたい事が出来たときが１番楽しい

• 友達の色々な考えや思いを知って、わかりあえると
嬉しい

• 自分の思ったこと考えたことが素直に出せると、満足、
充実

• 今まで出来なかったことが出来ると楽しくなってくる

• 今まで知らなかった事を知る、「新発見」って、感動的

• 新しいことをやる時は、興味津々・・・

美術の授業に限らず、中学生は、



「 つくり出す喜び 」 とは・・・

• さまざまな素材に触れて､自分で使いたい

材料を選び、考えながら作ることは楽しい。

• 素材にふれて作ることは、中学生にとって、
小学校の造形遊びの発展の学習になる。

• 日頃ふれたことのないものに生徒は心をひか
れて興味を持つ。

• いろいろな素材に興味を持つことで、制作の
喜びや意欲が高まる。

－Ｈ２０ 関ブロ 報告より－



「 作品を見て味わう喜び 」 とは・・・

• さまざまな作品に出合って､自分の好きな作
品を選び、考えながら見ることは楽しい。

• 作品と出会うことは、中学生にとって、小学校
の鑑賞の発展の学習になる。

• 日頃ふれたことのないものに生徒は心をひか
れて興味を持つ。

• いろいろな作品に興味を持つことで、鑑賞の
喜びや意欲が高まる。

• 自分が好きな作品に出合えた時に達成感、
満足感を感じる。



高精細「雪松図屏風」を活用した
文化財に親しむ鑑賞



三井記念美術館／教育普及員 亀井 愛さん























高精細「雪松図屏風」を活用した文化財に親しむ鑑賞

１．目的 高精細「雪松図屏風」の鑑賞
を通して、日本の美術や伝統と文化
に対する理解を深める。

２．日時 平成25年 1月23日（水） 8:50‐15:30 ※9:00よ
り搬入・準備（搬入時、本校主事の立会い）

3時限 10:45～11:35

4時限 11:45～12:35

5時限 13:30～14:20

３．会場 武蔵野市立第六中学校 3階 集会室

４．対象 2年生（ ３校時Ａ組29名、 ４校時Ｂ組29名、

５校時Ｃ組28名 ）

５．内容（おおよそ）

【導 入】 ごあいさつ・紹介（5分） 〔中村先生〕

【展 開】 高精細「雪松図屏風を鑑賞する」（35分）

〔三井記念美術館教育普及員 亀井 愛 様〕

【まとめ】綴プロジェクトについてのお話（5分）

〔キヤノン株式会社 藤原良誠 様

または 二瓶伸久 様〕

まとめ、感想シート記入（5分）〔中村先生〕

２年生各組代表によるお礼のことば

６．共催 三井記念美術館、

キヤノン株式会社 、

ＮＰＯ法人 京都文化協会

７．配布資料 ※授業時は使用しないもの 各120部

・プリント「綴プロジェクトについて」 →キヤノン

・鑑賞ワークシート →美術館

・小冊子「日本の美術ことはじめ」 →美術館

８．準備

・通 知・・・・・・「美術科通信」による保護者への案内通知、

武蔵野市図工美術部会への案内

・美術授業・・・・・・冬休み課題を扱った「校内六中伝
統工芸品展」鑑賞、日本の伝統絵画、及び円
山応挙に関する事前学習

９．来校者

・三井記念美術館 （学芸部長）清水 実様

（教育普及員）亀井 愛様

・キヤノン株式会社 （文化支援推進課）

二瓶伸久様・藤原良誠様

〃 （ﾒﾃﾞｨｱ制作課）足原志子様

（写真制作課）山口和人様

・ＮＰＯ法人京都文化協会 藤野 智子様

・京都国立博物館 水谷 亜希様

・日通 美術作業員 2名

10．その他の見学・視察 文部科学省 初等中等教育局

教育課程課 教科調査官 東良雅人氏

保護者の方、本校教職員

11．会場設営 ・集会室の暗幕準備（美術科、学校主事）

・当日８：３０より、屏風の搬入・控室として応接室の準備



NPO法人 京都文化協会
キヤノン株式会社

第５期 2012年5月30日公益財団法人東京都歴史文化財団

（東京都美術館）に寄贈された群鶏図（尾形光琳）



第４期 三井記念美術館に寄贈された

高精細 雪松図屏風（円山応挙筆）



「高精細雪松図屏風鑑賞」につながる授業

冬休み課題 伝統工芸品を探そう 鑑賞

２年 ３学期１ むさし野六中伝統工芸作品展 鑑賞

３学期２ 日本の伝統絵画鑑賞 鑑賞

３学期３ 高精細 雪松図屏風鑑賞教室 鑑賞

３学期４ 和ﾓﾀﾞﾝﾗﾝﾌﾟｼｪｰﾄﾞの発想構想 表現

３学期５ 印象派とジャポニスム
和モダンランプシェード鑑賞会

鑑賞
表現

３学期６ 和ﾓﾀﾞﾝﾗﾝﾌﾟｼｪｰﾄﾞの制作 表現

３年 １学期 修学旅行に向けて・仏教美術 鑑賞

１学期 和風のデザイン／扇面画 表現



むさしの六中伝統工芸展覧会



「むさしの六中伝統工芸展覧会」授業の感想より

• 家で探すとき、正直何を持って行けば良いのか分からなかっ
た。でも、ある時台所に行った時に茶筒に出会った。見た感
じがとてもきれいで、自然そのものの素材が生かされている
と思った。日本の昔は手作りでひとつひとつ丁寧につくられ
ていてすごいと思った。

• 日本の伝統工芸品がここまで美しいとは思わなかった。日本
のものは素材の美しさを活かして作られていると感じた。自
然の淡い色の中に美を見出す―それが日本の美だと感じた

• 昔から作られていたものが、現在まで残っているのは、その
形や美しさをいまだに人々に認められているからだと思った

２年 鑑賞 （１）ア、ウ



季節感を生かした
和モダンランプシェードﾞ

平成２４年度第２学年 心をともすあかり



和ﾓﾀﾞﾝ
ﾗﾝﾌﾟｼｪｰﾄﾞ



雪松図屏風の影響が感じられる作品
平成２５年度 第３学年扇面画



平
成
２
３
年
度

市
展
出
品

３
年
扇
面
画



廊下に展示された扇面画



平成２４年度 市展出品 ３年扇面画



日本の花鳥風月 ／
松をモチーフにした作品



冬の季節感 ／ 雪を表現した作品



平成２５年度 第３学年扇面画
／ 雪松図屏風の影響をうかがわせる作品



B 鑑賞の内容

「鑑賞は、新しい価値をつくりだす創造活動である」

知識なども活用しながら、様々な視点で思いを巡らせ、自分の中に新しい価値をつくりだす学習である。

B鑑賞の内容

「他者の視点を自分の中に取り入れる」

他者の考えなども聞きながら、自分になかった視点や考えをもつことは大切であり、それらを取り入れな

がら、自分の眼と心でしっかりと作品をとらえて見ることにより、自分の中に新しい価値がつくりだされて

いくことになる。

B鑑賞の内容

「表現と鑑賞の学習の関連を図る」

それぞれが独立した題材で直接、内容の関連が取れない場合においても、鑑賞の学習の中に表現にお

いて発想や構想の場面でイメージを膨らませるような視点や、制作手順をたどりながら表現方法に着目

させるような視点を位置づけることが大切である。



ご静聴ありがとうございました。

武蔵野市立第六中学校

中 村 み ど り


